
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
に
気
づ
き
、
小
学
生
用
の
百
マ
ス
計
算
の
問

題
集
を
購
入
し
、
徹
底
的
に
解
い
た
。
ま
た
チ

ャ
ー
ト
式
の
問
題
集
は
自
分
の
理
解
度
に
分

け
て
問
題
を
分
類
し
、
で
き
な
い
問
題
は
日
を

置
い
て
繰
り
返
し
解
い
た
そ
う
で
あ
る
。
そ
の

後
数
学
の
不
得
意
な
後
輩
の
た
め
に
、
自
分
が

使
っ
た
も
の
と
同
じ
百
マ
ス
計
算
の
問
題
集

を
わ
ざ
わ
ざ
送
付
し
て
く
れ
た
。

　

吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
た
Ｃ
さ
ん
は
、
二

年
の
文
化
祭
で
劇
の
主
役
の
一
人
と
し
て
練

習
に
没
頭
し
て
い
た
矢
先
、
父
親
が
病
気
で
亡

く
な
っ
た
。
訃
報
に
本
番
の
出
演
も
難
し
い
だ

ろ
う
と
誰
も
が
思
っ
た
が
、
周
り
を
気
遣
い
当

日
は
出
演
し
見
事
大
成
功
を
収
め
た
。
吹
奏
楽

部
の
学
生
指
揮
者
も
務
め
、
そ
の
気
丈
な
姿
に

周
り
は
涙
し
た
。
そ
の
後
す
ぐ
「
今
の
世
の
中

を
良
く
す
る
に
は
教
育
を
通
し
て
子
ど
も
達

を
変
え
る
の
が
一
番
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
医
師

の
道
は
あ
き
ら
め
た
い
」
と
相
談
し
て
き
た
。

私
は
そ
ん
な
彼
女
だ
か
ら
こ
そ
父
親
の
意
志

を
受
け
継
い
で
欲
し
い
と
思
い
を
語
っ
た
。
一

浪
は
し
た
が
、
今
は
父
親
と
同
じ
医
師
へ
の
道

を
歩
ん
で
い
る
。

　

F
o
r 

o
t
h
e
r
s
は
「
他
人
の
た
め

に
」
と
い
う
意
味
の
他
に
、
「
他
人
に
代
わ
っ

て
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
目
の
前
に
二
つ
の
選
択
肢
が
提
示

さ
れ
た
と
す
る
。
一
つ
は
見
た
と
こ
ろ
努
力
の

必
要
な
い
安
易
な
道
。
も
う
一
方
は
苦
労
し
そ
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英
語
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德
留　

健
作

　　

プ
ロ
野
球
の
解
説
者
で
元
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス

監
督
の
野
村
克
也
氏
は
、
プ
ロ
野
球
に
入
っ
て
く

る
選
手
を
「
超
一
流
」「
一
流
」「
超
二
流
」「
二
流
」
の

四
つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
い
る
。「
超
一
流
」
の

選
手
と
は
，
実
力
実
績
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の

練
習
態
度
や
チ
ー
ム
へ
の
献
身
の
姿
勢
、
言
動
な

ど
も
含
め
て
選
手
の
模
範
と
な
り
、
チ
ー
ム
の
要

と
な
る
べ
き
人
材
で
あ
る
。「
一
流
」と
は
、
実
績
を

残
す
だ
け
で
、
人
間
的
な
部
分
に
お
い
て
は
評
価

さ
れ
な
い
レ
ベ
ル
の
選
手
。
そ
の
下
の
「
超
二
流
」

と
は
、
努
力
は
し
て
い
る
も
の
の
、
突
き
抜
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
タ
イ
プ
。
実
力
は
つ
い
て
き
て
、
試

合
に
も
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
を
取
る
ま
で
に
は
成
長
し
き
れ
な
い
選
手

で
あ
る
。
最
後
の
「
二
流
」
の
レ
ベ
ル
と
は
、
い
い
素

質
は
持
っ
て
い
る
の
に
、
努
力
も
し
な
い
タ
イ
プ
。

こ
れ
ま
で
素
質
だ
け
で
や
っ
て
き
て
、
そ
こ
そ
こ

通
用
し
た
が
、
プ
ロ
の
高
い
レ
ベ
ル
の
中
に
い
て

は
、
そ
ん
な
選
手
は
い
ず
れ
消
え
て
い
く
よ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
考
え
方
を
野
球
選
手
で
は
な
く
、
高
校
生

に
当
て
は
め
て
み
よ
う
。「
超
一
流
」
の
高
校
生
と

聞
い
て
ど
ん
な
姿
を
思
い
描
く
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

ま
で
接
し
た
生
徒
を
紹
介
し
た
い
。

 
 

剣
道
部
だ
っ
た
Ａ
君
は
、
三
年
の
時
に
委
員
長

に
立
候
補
し
た
。
そ
の
所
信
演
説
で
「
僕
は
他
の
ど

の
ク
ラ
ス
の
委
員
長
よ
り
も
大
き
な
声
で
号
令
を

掛
け
ま
す
。
授
業
中
寝
て
い
る
人
は
僕
が
許
し
ま

せ
ん
」と
言
い
、
最
後
ま
で
そ
れ
を
貫
き
ク
ラ
ス
の

雰
囲
気
を
引
き
締
め
て
く
れ
た
。
三
年
間
下
宿
生

活
を
し
な
が
ら
応
援
団
と
し
て
も
活
躍
し
、
一
浪

は
し
た
も
の
の
、
今
東
大
で
さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
て
い
る
。

　

音
楽
部
に
所
属
し
て
い
た
Ｂ
さ
ん
は
、
寡
黙
な

人
で
、
放
課
後
教
室
の
前
列
で
黙
々
と
自
習
に
励

み
、
そ
の
姿
に
級
友
は
感
化
さ
れ
、
い
つ
し
か
教
室

で
自
習
を
す
る
者
が
増
え
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
努

力
家
の
彼
女
も
現
役
時
代
は
目
標
に
届
か
ず
、
結

局
一
浪
し
て
京
都
大
学
に
合
格
し
た
。
合
格
の
秘

訣
は
数
学
に
あ
っ
た
と
い
う
。
自
分
の
計
算
の
遅

   

超
一
流
の
高
校
生
と
は

　

　

 

う
な
困
難
な
道
。
皆
さ
ん
は
ど
ち
ら
を
選
択
す
る

だ
ろ
う
か
。
私
は
容
易
な
道
は
他
人
に
譲
り
、
敢

え
て
困
難
な
道
を
自
ら
選
択
す
る
こ
と
も
F
o
r 

o
t
h
e
r
s
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。
紹
介
し
た
生
徒
に
共
通
す
る
の
は
、
自

分
の
立
場
や
能
力
、
将
来
へ
の
道
を
受
け
入
れ
る

覚
悟
と
、
そ
の
後
の
ひ
た
む
き
な
努
力
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
自
分
の
利

益
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
誰
か
の
た
め
に
役
に
立

っ
て
い
る
と
い
う
思
い
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。
野

村
氏
も
「
実
績
だ
け
で
な
く
、
人
格
の
部
分
も
兼

ね
揃
え
て
初
め
て
超
一
流
と
い
え
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
鶴
丸
高
校
で
の
三
年
間
を
通
し
て
、
「
超

一
流
」
の
人
間
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

る
。

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
生
徒
会
長
と
し
て
、
何
事

に
お
い
て
も
全
力
で
取
り
組
み
、
学
校
の
た
め
に
全

力
を
尽
す
所
存
で
す
。
ま
た
、
前
期
執
行
部
に
は
十

八
名
の
頼
れ
る
仲
間
が
集
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
彼
ら

と
力
を
合
わ
せ
、
鶴
丸
高
校
を
牽
引
し
、
新
た
な
歴

史
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
我
ら
執

行
部
は
、
任
期
中
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

　

六
月
九
日
、
本
校
文
化
館
で
中
高
連
絡
会
が
開
か

れ
た
。
中
学
校
と
本
校
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
も
四

十
五
校
の
中
学
校
か
ら
先
生
方
の
出
席
を
い
た
だ

き
、
本
校
か
ら
の
学
校
教
育
活
動
等
の
説
明
の
後
、

質
疑
応
答
や
中
学
校
の
先
生
方
と
本
校
職
員
と
の
懇

談
等
も
行
わ
れ
、
意
見
や
情
報
の
交
換
が
行
わ
れ

た
。

　

な
お
、
中
学
三
年
生
を
対
象
と
し
た
「
一
日
体
験

入
学
」
は
、
七
月
三
十
一
日
・
八
月
三
日
に
実
施
予

定
で
あ
る
。

　

六
月
二
十
四
日
、
外
務
省
「
高
校
講
座
」
が
本
校

体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
外
務
省
政
務
官
で
あ
る
宇

都
隆
史
氏
（
本
校
四
十
四
回
卒
）
が
来
校
さ
れ
、
外

務
省
の
仕
事
の
主
な
内
容
や
、
政
務
官
の
仕
事
の
内

容
、
さ
ら
に
は
卒
業
生
と
し
て
後
輩
へ
伝
え
た
い
こ

と
な
ど
を
講
演
頂
い
た
。
日
本
が
世
界
か
ら
ど
の
よ

う
に
見
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
こ
か
ら
わ
か
る
日
本

の
国
や
日
本
人
の
良
い
と
こ
ろ
、
改
善
す
べ
き
と
こ

ろ
な
ど
、
「
外
側
か
ら
み
た
日
本
」
の
話
に
生
徒
は

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
宇
都
氏
は
、
自
分
の
目

で
直
に
世
界
を
見
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、
後
輩

達
に
広
く
世
界
に
目
を
向
け
大
志
を
抱
く
大
き
な
大

人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
た
。
以
下
は
生
徒
の
感
想
で
あ
る
。

○
一
年
生

・
外
国
か
ら
見
た
日
本
の
姿
を
知
っ
て
、
僕
た
ち
が

毎
日
見
て
い
る
世
界
は
本
当
に
狭
い
ん
だ
な
と
感
じ

た
。
若
い
う
ち
に
外
国
へ
行
っ
て
、
固
定
化
さ
れ
た

視
野
を
様
々
な
方
向
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
感
じ
た
。

・
「
自
分
で
見
て
、
聞
い
て
、
感
じ
た
こ
と
を
信
じ 　　  

　

生
徒
会
新
執
行
部
発
足

　
　
　

な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
に
、
正
直
鹿
児
島
か
ら
出
た

く
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
自
分
の
可
能
性
を
広

げ
、
日
本
や
世
界
の
未
来
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
。

○
二
年
生

・
文
化
や
人
種
の
違
い
が
あ
っ
て
も
、
初
め
か
ら
先

入
観
を
持
つ
こ
と
は
良
く
な
い
こ
と
だ
と
改
め
て
感

じ
た
。

・
海
外
の
方
々
と
接
す
る
に
あ
た
っ
て
、
自
国
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

○
三
年
生

・
「
小
さ
く
ま
と
ま
る
な
」
と
い
う
言
葉
が
と
て
も

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
も
っ
と
視
野
を
広
げ
ら
れ
る

よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

・
外
国
の
方
々
と
交
流
す
る
場
は
増
え
て
い
る
。
内

弁
慶
に
な
ら
ず
、
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
つ

つ
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

　　

本
校
の
部
活
動
・
団
体
や
生
徒
が
、
各
種
大
会
で

上
位
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
の
で
、
紹
介
す

る
。
さ
ら
に
広
く
大
き
な
舞
台
で
、
「
鶴
丸
魂
」
を

遺
憾
な
く
発
揮
し
て
ほ
し
い
。

○
九
州
大
会
出
場

山
岳
部　
　
　

 

男
子

　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
朝
倉
市
〕

陸
上
部　

 
 
 
 
 

個
人　

田　

坂　

裕　

輝
（
三
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個
人　

前　

田　

理　

貴
（
三
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個
人　

竹
之
下　

晴　

子
（
三
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個
人　

有　

馬　

悠　

平
（
二
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個
人　

小　

浜　

安
理
沙
（
二
年
）

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
鹿
児
島
市
〕

空
手
道
部 

 
 
 
 

個
人　

倉　

岡　

駿　

気
（
二
年
）

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
佐
賀
市
〕

水
泳
部 

 
 
 
 
 
 

団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　

 
 
 
 

〔
熊
本
市
〕

な
ぎ
な
た 

 
 
 
 

個
人　

松
木
田　

彩　

音
（
一
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
鹿
児
島
市
〕

○
全
国
大
会
出
場

山
岳
部　
　
　

 

男
子

　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
滋
賀
県
〕

空
手
道
部 

 
 
 
 

個
人　

倉　

岡　

駿　

気
（
二
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
奈
良
県
〕

陸
上
部 

 
 
 
 
 
 

個
人　

田　

坂　

裕　

輝
（
三
年
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個
人　

竹
之
下　

晴　

子
（
三
年
）

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
和
歌
山
県
〕

百
人
一
首
部 

 
 

団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 

〔
滋
賀
県
〕

○
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭〔
滋
賀
県
〕

か
る
た
部
門　
　
　
　

百
人
一
首
部

文
芸
部
門　
　
　
　
　

浅　

井　

香　

穂
（
三
年
）

放
送
部
門　
　
　
　
　

松　

田　

美　

晴
（
三
年
）

書
道
部
門　
　
　
　
　

長　

野　

有　

紗
（
三
年
）

美
術
・
工
芸
部
門　
　

嵜　

山　

明　

音
（
三
年
）

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト　

放
送
部　
　
　
　
　
　

西　

元　

梨　

沙
（
三
年
）

     

嗚
呼　

鶴
丸
の
意
気
高
し

　

村
谷
薫
さ
ん
を
中
心
と
し
た
平
成
二
十
七
年

度
前
期
生
徒
会
が
発
足
し
た
。
執
行
委
員
会
の

う
ち
会
長
・
副
会
長
・
各
機
関
代
表
を
紹
介
す

る
。

会　

長　
　
　

村　

谷　
　
　

薫
（
二
一
Ｒ
）

副
会
長　
　
　

花　

田　

茉
依
香
（
二
二
Ｒ
）

副
会
長　
　
　

大
内
山　

辰　

志
（
一
三
Ｒ
）

体
育
局
長　
　

國　

吉　

真　

咲
（
二
六
Ｒ
）

文
化
局
長　
　

山　

﨑　

雄　

大
（
二
一
Ｒ
）

書
記
総
括　
　

山　

下　

綾　

美
（
二
六
Ｒ
）

会
計
総
括　
　

福　

元　

理　

子
（
二
四
Ｒ
）

一
学
年
代
表　

義　

之　

虎
太
郎
（
一
四
Ｒ
）

二
学
年
代
表　

有　

馬　

継
士
郎
（
二
七
Ｒ
）

三
学
年
代
表　

岩　

田　

淳　

志
（
三
七
Ｒ
）

生
徒
会
長
　
村
谷
薫
さ
ん
の
抱
負

　

こ
の
度
、

前
期
生
徒
会

長
に
就
任
し

ま
し
た
村
谷

薫
と
申
し
ま

す
。
こ
の
よ

う
な
大
役
を

任
せ
て
頂
く
こ
と
を
と
て
も
光
栄
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

「
鶴
丸
を
熱
く
す
る
！
」
私
は
立
会
演
説
会

で
こ
う
宣
言
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
私

自
身
が
誰
に
も
負
け
な
い
熱
い
心
を
持
っ
て
い

外
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8 水
１年進路講演会
通学マナー・校外指導

10 金 学校安全の日

11 ㊏
悠学講座②
大学生による学部学科紹介(１年)

13 月 全校朝会

14 火 修学旅行結団式（5限）

15 水 第１回学校保健委員会・衛生委員会

16 木

17 金  

18 ㊏ ３年代ゼミ東大模試

19 ㊐
３年代ゼミ東大模試
教員採用試験会場

20 ㊊ 海の日

21 火

24 金 2年進路講演会

25 ㊏
駿台東大模試
同窓会総会

26 ㊐ 駿台東大模試，北予備九大模試

27 月 志布志高校生体験入学

28 火 志布志高校生体験入学

31 金
夏季悠学講座終了（１・２年）
中学生一日体験入学

1 ㊏

2 ㊐ 駿台京大模試

3 月

6 木 郷中ゼミ（３年）

7 金 郷中ゼミ（３年）

12 水 第37回定期演奏会

16 ㊐ ３年全統マーク

17 月
３年全統マーク
２年学研ハイレベル模試

18 火
授業開始日　全校朝会
前期末考査時間割発表

24 月 夏季休業日

25 火
前期末考査（１日目）
第３回職員会議

26 水 前期末考査（２日目）

27 木 前期末考査（３日目）

28 金
前期末考査（４日目）
ＰＴＡ研修旅行

８　　月

夏
　
季
　
休
　
業
　
日

駿台京大模試，代ゼミ九大模試

夏季悠学講座終了（３年）
中学生一日体験入学・保護者説明会

夏
　
季
　
休
　
業
　
日

７　　月

２
年
修
学
旅
行

夏季悠学講座開始（～8/1）
三者面談開始　救命救急法講習会


